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食品を取り扱う環境の衛生管理に関する調査
(第 1報)大阪府下某コンヒニエンスストアの空中落下菌および生息見虫類
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Studies on sanitary conditions in workplaces handling foods 
(Part 1) Airborne microbes and captured insects in a convenience store in Osaka Prefecture 
Yasuo ABE， Yuto NAKASUJI 
Faculty ofH巴althScience， Department of Health and Nutrition， Osaka Aoyama University 
Summary In winter (January) and summer (June)， airbome bacteria and fungi were examined at a convenience 
stor巴inthe urban district of Osaka Prefectur巴 Fungiand common bact巴riawere detected in winter， and fungi， common 
bacteria and Escherichia coli were detected in summer. 
At the same time， insects trapped in the convenience store in a period of about one week were examined for 
food-poisoning bacteria on their body surface. No insects were trapped in winter， while ants， Tenebrionidae bugs， moth 
tlies and bookJice w巴retrapped in summer. Common bacteria were detected on Tenebrionidae bugs and ants: however， 
Escherichia coli， oth巴rEscherichia-group bacteria and Salmonella enteritidis were not detected on these insects. 
These results suggest that airbome microbes were fairly few， but insects invading合omthe outside might contaminate 
food merchandise in this convenience store. 
Keywords : airbome bacteria and fungi， captured insects， a convenience store 
コンビニエンスストア、空中落下菌、生息昆虫類、夏季 ・冬季比較
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日本の経済産業省の商業統計の業態分類によると、コ
ンビニエンスストアは、年中無休で長時間の営業を行い、
飲食料品、日用雑貨など、多種の品目を取り扱う形態の
セルフサービス小売屈となっている。多くの場合、大手
資本によるチェ ーン庖舗として展開されている。そして、
コンビニエンスストアによ っては、おでん、肉まん、揚
げ物といったファ ーストフードも取り扱っている屈舗も
ある。それで、大阪府下の市街地にある、ファ ーストフ ー
ドなども取り扱っているコンビニエンスストアの衛生状
況を知る目的で空中落下菌および生息昆虫類を調査した。
材料と方法
1.調査場所
大阪府下某コンビニエンスストアで空中落下菌および
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生息見虫類の調査を行った(図 1)。このコンビニエンス
ストアは市街地のオフィス街にあり、 3階建てビルの l
階部分で営業している O ビルの北側には喫茶 ・軽食庖、
南側にはクリーニング屈が隣接している O 周辺には川、
池、森などはないが、前の道路には街路樹が植えであり、
約 60m離れたところに、小さい池付きの庭園(面積約0.3
ha)がある。
2.空中落下菌の調査
空中落下菌の捕集およ び菌の検出には、培地面積
10cm2のスタンプ式細菌検出用培地(極東製薬工業(株)
製 DDチェッカー)を使用した。真菌検出には、ポテト
デキストローズ寒天培地 (PDA) とサフロ ー寒天培地
(SAB)を使用した。また、一般細菌の検出には DD寒天
培地、大腸菌 ・大腸菌群の検出には MAX寒天培地、サ
ルモネラの検出には MLCB寒天培地を使用した。
調査は、冬季 (2010年 l月 15日)と夏季 (2010年 6
昆虫の裏表を一回ずつ密着させた。その後、培地にふた
をして、370Cの恒温器中で2日間培養した。
1.空中落下菌調査時の某コンビニエンスストア内の気
温と湿度
結果と考察
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月18日)の 2回行い、季節聞の差異を調べた。 測定場所
(図 1)に、各微生物種類別の細菌検出用培地を、冬季は
各2個、夏季は各4個設置した。 本検出用培地を床上約
80cmの高さのテーブル上に並べて、設置し、ふたを聞け
て60分と 90分暴露した。その後、検出用培地のふたを
閉め、真菌類は 270Cで4日間、細菌類は 370Cで2日間、
恒温器中で培養した。
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空中落下菌の調査は、冬季 (1月 15日)、夏季 (6月
18日)ともに、2:00AMに開始した。冬季調査時の天気
は晴れ、気温は200C、湿度は 34%であった。夏季は雨の
ち曇り、気温は240C、湿度は 68%であった。
空中落下菌
測定した空中落下菌の夏と冬の調査結果を表 1，2に示
す。冬季に真菌がわずかに検出されたが、細菌類に関し
ては、一般細菌が多く見られたが、大腸菌、大腸菌群、
サルモネラは検出されなかった。夏季では真菌が多く検
出された。また、一般細菌のコロニー数は、冬季に比べ
て多くみられ、大腸菌が検出されたが大腸菌群(大腸菌
を除く)やサルモネラは検出されなかった。
これらの結果は、測定を行った時間帯が夜中の 2時頃
で、人の出入りがあまりない状態であったことや、冬季
の結果においては、気温も低く湿度も低い条件下であっ
たので、菌の検出が少なかったことが考えられる。夏季
2. 
昆虫類の捕獲
粘着面が43mmX66mmの昆虫捕獲 トラップ(住化エ
ンビロサイエンス(株)製パグ トラップTM)を、某コン
ビニエンスス トア内の 6箇所(図 1:①一⑥)に設置し、
毘虫を捕獲した。冬季は、2010年 l月 15日朝に毘虫捕
獲 トラップを設置し、l月22日夕に回収した。夏季は、
2010年6月18日朝に設置し、6月27日夕に回収した。
昆虫体表の食中毒原因菌の検出には、培地面積 10cm2
のスタンプ式細菌検出用選択培地(極東製薬工業側製
DDチェッカ ー)を使用した。 一般細菌検出には DD寒
天培地、 大腸菌 ・大腸菌群の検出には MAX寒天培地、
サルモネラの検出には MLCB寒天培地を使用した。
捕獲昆虫を滅菌したピンセッ トで挟み取り、細菌検出
用選択培地面に昆虫の体表でなでるように、ゆっくりと
昆虫体表の微生物検査
3. 
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某コン ビニエンスス トアの空中落下菌測定場所と見虫捕獲トラップ設置場所図1
にあっては気温も高く 、雨上がりの日であったので、湿
気も高く菌類が発生しやすい環境下であったのではない
かと考えられる。
また、夏季には大腸菌が検出された。大腸菌は、人や
家畜の糞便または自然界に広く分布する腸管系の病原菌
であるが、コ ンビニエンスストアの空中に多少なりと存
在することがわかった。これは、コンビニエンスストア
には売り場のほかにもトイレなどが併設されているので
トイレからの糞便などの微生物が空気中に浮遊し検出さ
れたのではなし、かと考えられる。大腸菌群(大腸菌を除
く)、サルモネラは検出されなかった。
わが国の食品衛生法の衛生規範によると、清浄区域の
空中落下細菌は lシャ ーレ当たり 30以下、空中落下真菌
は10以下と定めである。これらの数値と照らし合わせる
と、ここで調査した大阪府下某コン ビニエンスストアの
空中落下菌は、冬季よりも夏季に多くの真菌と細菌が観
察されるが、衛生環境は比較的良好に保たれていること
が判っfこO
3.捕獲された昆虫類
コンビニエンスストア内の 6カ所に捕獲 トラップを設
置して、生息昆虫類を調査した。冬季は捕獲した昆虫類
は無かった。夏季は、アリ類、ゴ ミムシタゃマシ類、チョ
ウパエ類、チャタテムシ類が捕獲された(表 3)。
一番多く検出された昆虫は トイ レ横下のチョウパエ類
であった。これはト イレの貯水槽や近くの公園などから、
夜間にコンビニエンスス トアの照明に引かれて飛来した
可能性が考えられる。
このことから、冬季には昆虫類の生息は少ないが、夏
季においては昆虫類が多く生息するほか、コンビニエン
スストアという食品を扱い、かっトイレなどが併置され
た場所であるので、捕食性の高い昆虫類や、不衛生な場
所などを好む昆虫類が侵入してくる可能性が分かった。
4.捕獲昆虫類の体表菌
夏季に捕獲した昆虫体表の食中毒原因菌を調べた。各
昆虫について同じ培地を 2個使用して (n=2)、その合計
コロニー数を表4tこ示す。 トラップ③、⑤のゴミムシダ
マシ類、⑥のア リ類に一般細菌が検出された。大腸菌、
大腸菌群、サルモネラはこれらの昆虫からは検出されな
かっfこ。
コンビニエンスストアの業務形態は日用雑貨品を主と
して扱っており、昆虫類の餌となる食品類も取り扱って
はいるが、それらのほとんどは包装された状態で販売さ
れている。しかし、本調査で、人や家畜の糞便由来の大
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表 1 冬季空中落下菌コロニー数 (2010年 1月 15日)
菌種 検出用培地
暴露時間(分)
60 I 90 。 。
真菌(PDA) 2 。 。
真菌
合計 。 。。 。
真菌(SAB) 2 。
合計 。
3 
一般細菌(DD) 2 3 1 
合計 4 4 。 。
大腸菌(MAX) 2 。 。
細菌
合計 。 。。 。
大腸菌菌(MAX) 2 。 。
合計 。 。。 。
サルモネラ (MLCB) 2 。 。
合計 。 。
表2 夏季空中落下菌コロニー数 (2010年 6月 18日)
菌種 検出用培地
暴露時間(分)
60 I 90 
2 2 
真菌(PDA) 3 2 
4 2 
真菌
合計 5 6 
2 
2 2 
真菌(SAB) 3 。
4 。 2 
合計 3 6 
2 2 5 
一般細菌(DD) 3 4 7 
4 2 4 
合計 9 17 
7 。
2 。 3 
大腸菌(MAX) 3 。 。
4 。 。
細菌
合計 7 3 。 。
2 。 。
大腸菌群 (MAX)* 3 。 。
4 。 。
合計 。 。。 。
2 。 。
サルモネラ (MLCB) 3 。 。
4 。 。
合計 。 。
*大腸菌は除く
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表3 夏季コンビエンスストア内で捕獲された見虫類
トラッフ。 捕獲昆虫類の数
番号 設置場所 アリ類 ゴミムシダマシ類 チョウパエ類 チャタテムシ類 合計
① 流し台下 。 。 。 。 。
② 冷凍庫下 。 。 2 
③ アイスボックス下 。 。 。
④ ドリンク下 。 。 。 。 。
⑤ トイレ横下 。 6 。 7 
⑥ コピー機下 。 。 2 3 
合計 2 2 7 2 13 
表4 夏季捕獲見虫類の体表菌
トフッフ。
見虫類名
番号 設置場所
② 冷蔵庫下 アリ類
③ アイスボックス下 ゴミムシダマシ類
⑤ トイ レ横下
ゴミムシダマシ類
チョウパエ類
⑥ コピー横下
アリ類
チャタァムシ類
合計
腸菌、大腸菌群、サルモネラは検出されなかったが、環
境の清浄度を判断する指標となる一般細菌が夏季に検出
されたことは、むき出しの食品類(おでん、肉まんなど)
と見虫類が接触すれば、細菌による汚染が起こる可能性
が示唆された。
要 約
大阪府下の市街地にある某コン ビニエンスストアで¥
空中落下菌および生息昆虫類の調査を行った。
空中落下菌は、冬季は真菌と一般細菌が検出された。
夏季は真菌、一般細菌および大腸菌が検出された。真菌、
一般細菌のコロニー数は、冬季と比較して夏季は、かな
り増加していた。しかし、わが国の食品衛生法 ・衛生規
範に照らしでも、落下菌数は少なかった。これは調査し
たのが深夜であったので、日中、人の出入りが多い時間
帯に実施すれば異なる結果となることも考えられる。
コンビニエンスストア内に約 1週間捕獲 トラップを設
置して生息昆虫類を調査した結果、冬季には昆虫類は捕
獲されなかった。 同じ場所で、夏季に設置したところ、
アリ類、ゴミムシダマシ類、チョウパエ類、チャタテム
シ類が捕獲された。これらの捕獲昆虫類の体表の食中毒
原因菌を調べたところ、大腸菌、大腸菌群、サルモネラ
は検出されなかったが、一般細菌が検出された。
ここで調査した市街地の某コン ビニエンスス トアは、
コロニー数
一般細菌 大腸菌 大腸菌群 サルモネフ。 。 。 。
4 。 。 。
6 。 。 。。 。 。 。
8 。 。 。。 。 。 。
18 。 。 。
空中落下菌、生息昆虫類は少なかったが、夏季にゴミム
シタゃマシ類、アリ類の体表に汚染状況の指標とされる一
般細菌が検出されたことは、包装されていない食品類が
存在すれば、これらの見虫類との接触により汚染する可
能性が示唆された。
今回の調査は大阪府下のコンビニエンスストアのー届
舗の例である。食品を取り扱う環境の昆虫類およびその
体表菌を調査した報告例は過去に少なく 、このような調
査を積み重ねることにより、これらの環境の衛生管理に
関してより詳しく議論出来るようになると考えられる。
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